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平成20年8月中間期の総括

当中間連結会計期間（平成20年3月1日から平成20年8月31日まで）における国

内経済は、サブプライムローン問題の長期化による米国経済の減速、原油価格

ならびに原材料価格の高騰に影響を受け、先行きの不透明感が増しております。

小売業界においても生活関連商品の値上げなどが家計を直撃し、個人消費マイ

ンドの冷え込みが見られるなど厳しい経営環境で推移しました。

このような環境の中、当社グループにおいては、原油価格の高騰による原材料

の上昇により商品調達コストが上昇し粗利益率が低下いたしました。商品調達コ

ストの上昇分を販売一般管理費などの経費の削減で吸収に努めましたが至りま

せんでした。

当該期間におけるホームセンター事業においては、3月に神栖店（茨城県神栖

市）を閉店し31店舗となりました。また、閉店後の資産の有効活用として賃貸借を

実施しております。なお、各事業の新規出店はありませんでした。

この結果として、当中間連結会計期間の営業収益は179億57百万円となりまし

た。 利益面におきましては、営業利益は3億89百万円、経常利益は99百万円、投

資有価証券評価損49百万円を計上したことにより、中間純損失は36百万円となり

ました。



平成20年8月中間期 連結貸借対照表（要約）

（単位：百万円）

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

自　平成20年３月 １日 自　平成19年３月 １日 自　平成20年３月 １日 自　平成19年３月 １日

至　平成20年８月31日 至　平成19年８月31日 至　平成20年８月31日 至　平成19年８月31日

流動資産 6,576 7,585 86.7% 流動負債 10,688 10,698 99.9%

　たな卸資産 4,288 5,017 85.5% 　短期借入金 5,148 5,352 96.2%

　その他の流動資産 2,287 2,568 89.1% 　一年以内償還予定の社債 106 106 100.0%

固定資産 21,747 22,352 97.3% 　その他の流動負債 5,434 5,239 103.7%

　有形固定資産 16,934 17,116 98.9% 固定負債 13,509 14,997 90.1%

　無形固定資産 773 728 106.1% 　社債 184 290 63.4%

　長期借入金 11,485 12,971 88.5%

　投資その他の資産 4,040 4,507 89.6% 　その他の固定負債 1,839 1,736 106.0%

繰延資産 0 2 11.6% 負債合計 24,197 25,695 94.2%

株主資本 4,134 4,240 97.5%

評価・換算差額等 △ 8 3 －

純資産合計 4,126 4,244 97.2%

資産合計 28,324 29,940 94.6% 負債及び純資産合計 28,324 29,940 94.6%

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

資産の部 負債/純資産の部

前期比 前期比区分 区分



平成20年8月中間期 連結損益計算書(要約）

(単位：百万円）

売上高 17,294 17,544 33,925

売上総利益 4,753 4,714 9,060

営業収入 662 727 1,408

販売費及び
一般管理費 5,026 4,948 9,789

営業利益 389 493 679

経常利益 99 194 85

特別利益 5 0 137

特別損失 66 105 119

税金等調整前
中間（当期）純利益 38 89 104

税金費用 74 7 48

中間（当期）純利益
又は中間純損失（△） △ 36 81 55

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

前連結会計年度

自　平成19年３月 １日

至　平成20年２月29日

前中間連結会計期間

自　平成19年３月 １日

至　平成19年８月31日

当中間連結会計期間

自　平成20年３月 １日

至　平成20年８月31日



平成20年8月中間期 連結株主資本等変動計算書(要約）

（単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成20年2月29日残高 1,926 1,864 650 △ 231 4,208

中間連結会計期間中の変動額

剰余金の配当 △ 37 △ 37

当期純損失 △ 36 △ 36

自己株式の取得 △ 0 △ 0

株主資本以外の項目の中間連
結会計期間中の変動額（純額）

中間連結会計期間中の変動額合計 － － △ 73 △ 0 △ 73

平成20年8月31日残高 1,926 1,864 577 △ 232 4,134

その他有価
証券評価差

繰越ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

平成20年2月29日残高 △ 22 △ 0 △ 22 4,185

中間連結会計期間中の変動額

剰余金の配当 △ 37

当期純損失 △ 36

自己株式の取得 △ 0

株主資本以外の項目の中間連
結会計期間中の変動額（純額）

14 0 14 14

中間連結会計期間中の変動額合計 14 0 14 △ 59

平成20年8月31日残高 △ 8 － △ 8 4,126

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

純資産合計
評価・換算差額等

項目

項目

株主資本



中間連結キャッシュ・フロー計算書(要約）

　　（単位：百万円）

当中間連結会計期間 前中間連結会計期間

自　平成20年３月 １日 自　平成19年３月 １日

至　平成20年８月31日 至　平成19年８月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,965 1,086

投資活動によるキャッシュ・フロー 99 △ 311

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,354 △ 297

現金および現金同等物の増減額 △ 289 477

現金および現金同等物期首残高 1,592 1,009

現金および現金同等物中間期末残高 1,303 1,486
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

営業活動によるキャッシュ・フローの内訳

　・主に減価償却費2億41百万円、仕入債務の増加額9億45百万円、

　　在庫管理の改善によるたな卸資産の減少額4億26百万円により資金が得られたことによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローの内訳

　・主に差入保証金・敷金の回収による収入２億50百万円でありますが、

　　有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出１億45百万円との相殺後の純収入であります。

財務活動によるキャッシュ・フローの内訳

　・主に借入金の返済及び社債の償還によるものであります。



平成20年８月中間期 貸借対照表（要約）
（単位：百万円）

当中間会計期間 前中間会計期間 当中間会計期間 前中間会計期間

自　平成20年３月 １日 自　平成19年３月 １日 自　平成20年３月 １日 自　平成19年３月 １日

至　平成20年８月31日 至　平成19年８月31日 至　平成20年８月31日 至　平成19年８月31日

流動資産 6,470 7,553 85.7% 流動負債 10,631 10,679 99.6%

　たな卸資産 4,286 5,017 85.4% 　短期借入金 5,124 5,332 96.1%

　その他の流動資産 2,184 2,536 86.1% 　一年以内償還予定の社債 106 106 100.0%

固定資産 21,535 22,106 97.4% 　その他の流動負債 5,401 5,240 103.1%

　有形固定資産 16,635 16,865 98.6% 固定負債 13,232 14,735 89.8%

　無形固定資産 773 728 106.1% 　社債 184 290 63.4%

　長期借入金 11,193 12,694 88.2%

　投資その他の資産 4,126 4,512 91.4% 　その他の固定負債 1,854 1,751 105.9%

繰延資産 － 2 － 負債合計 23,863 25,414 93.9%

株主資本 4,149 4,243 97.8%

評価・換算差額等 △ 8 3 －

純資産合計 4,141 4,247 97.5%

資産合計 28,005 29,662 94.4% 負債及び純資産合計 28,005 29,662 94.4%

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

資産の部 負債/純資産の部

前期比 前期比区分 区分



平成20年8月中間期 損益計算書(要約）
(単位：百万円）

売上高 17,080 17,544 33,759

売上総利益 4,617 4,714 8,954

営業収入 698 729 1,440

販売費及び
一般管理費 4,925 4,950 9,716

営業利益 390 493 679

経常利益 104 197 91

特別利益 5 0 137

特別損失 63 105 119

税引前中間（当期）
純利益 46 91 110

税金費用 74 7 47

中間（当期）純利益
又は中間純損失（△） △ 28 83 62

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当中間会計期間

自　平成20年３月 １日

至　平成20年８月31日

前事業年度

自　平成19年３月 １日

至　平成20年２月29日

前中間会計期間

自　平成19年３月 １日

至　平成19年８月31日



平成20年8月中間期 株主資本等変動計算書（要約）
（単位：百万円）

別途積立金 繰越利益剰余金

平成20年2月29日残高 1,926 1,864 1,864 199 300 158 657

中間会計期間中の変動額

剰余金の配当 △ 37 △ 37

当期純損失 △ 28 △ 28

自己株式の取得
株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動額（純額）

中間会計期間中の変動額合計 － － － － － △ 65 △ 65

平成20年８月31日残高 1,926 1,864 1,864 199 300 92 591

平成20年2月29日残高 △ 231 4,215 △ 22 △ 0 △ 22 4,192

中間会計期間中の変動額

剰余金の配当 △ 37 △ 37

当期純損失 △ 28 △ 28

自己株式の取得 △ 0 △ 0 △ 0

株主資本以外の項目の
中間会計期間中の変動額（純額）

14 0 14 14

中間会計期間中の変動額合計 △ 0 △ 65 14 0 14 △ 51

平成20年８月31日残高 △ 232 4,149 △ 8 － △ 8 4,141

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

評価・換算
差額等合計

評価・換算差額等

株主資本

株主資本
その他

有価証券
評価差額金

繰越ヘッジ
損　　　　益

純資産
合計

その他利益剰余金

利益剰余金
利益剰余金

合　　計
利益準備金資本準備金

資本剰余金
合　　計

自己株式
株主資本
合　　計

資本金
資本剰余金



事業別売上高（個別）

1. 事業別の主な取扱商品は、次のとおりであります。
・ＤＩＹ用品 素材、金物、エクステリア、植物、園芸用品、住設機器 等
・家庭用品 日用品、家庭用品、インテリア、菓子食品 等
・カー・レジャー用品 カー用品、ペット用品、文具、スポーツレジャー用品、自転車 等
・ＷＩＬＤ－1 アウトドア用品
・食品販売 業務用食材等

・リユース リサイクル商品

2. ＷＩＬＤ－1事業の増加は、前年下半期の店舗増加によるものであります。

売　上　高　(百万円） 前　期　比 構　成　比

ＤＩＹ用品 5,546 98.2% 32.5%

家庭用品 2,981 88.7% 17.4%

カー・レジャー用品 3,737 92.5% 21.9%

計 12,265 94.0% 71.8%

2,857 109.7% 16.7%

1,488 100.8% 8.7%

469 114.6% 2.8%

17,080 97.4% 100.0%

リユース
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売上高・経常利益の推移（個別）

（単位：百万円）

H15年8月中間期 H16年8月中間期 H17年8月中間期 H18年8月中間期 H19年8月中間期 H20年8月中間期

売上高 16,308 16,473 16,600 16,528 17,544 17,080
経常利益 296 240 107 271 197 104

売上高と経常利益の推移
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ご注意

●本資料は投資勧誘を目的に作成されたものではありません。投資を行う際には、

投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。

本資料に関するお問い合わせ
株式会社カンセキ 管理部

TEL 028-658-8123
FAX 028-659-3621


